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　家畜は繁殖ステージの様々な相において栄養による繁
殖機能調節を受ける。これまで多くの研究において，負
のエネルギーバランスは家畜の繁殖機能に対し抑制的に
作用することが知られている。例えば，近年問題視され
ている乳牛における受胎率低下の要因として，高泌乳化
にともなう分娩後早期のエネルギー不足が関与している
ことが指摘されている。栄養学的アプローチにより家畜
の繁殖率を向上させることは，畜産分野において有用な
飼養管理技術の一つになるが，正のエネルギーバランス
が繁殖機能に及ぼす影響についてはあまり検討されてい
ない。本セミナーでは反芻家畜における高エネルギー給
餌処置が繁殖機能に及ぼす影響に関して検証した成績を
紹介したい。最初の試みとして，ヤギを用い，発情周期
の黄体期から卵胞期において７日間の高栄養飼料給与を
行い，代謝関連物質，性ホルモン分泌および卵巣活動に
およぼす影響を検討した。その結果，処置開始数日間に
おいて血中グルコース濃度およびインスリン濃度が上昇
し，卵胞期における黄体形成ホルモン（LH）分泌が亢進
することが明らかとなった。しかしながら，処置後の卵
胞期における卵胞発育や排卵数およびその後の黄体形成
に対して有意な促進効果は認められなかった。そこで，
次の試みとしてより効果的な作用を期待し，発情周期を
回帰する雌シバヤギに対し連続的ではなく間欠的に高栄
養処置を行って，卵巣機能におよぼす影響を検討した。
具体的には，排卵後 12日～ 15日に高栄養飼料給与を行
い，2日間通常給与を行った後，排卵後 18日～ 21日に
再び高栄養飼料給与を行った。その結果，血中グルコー
スおよびインスリン濃度は間欠的な高栄養処置に反応し
て２回のウェーブ状の上昇が見られた。さらに，給与処
置後の卵胞期において，卵巣における卵胞数および排卵
数が有意に上昇することが観察された。これらの結果か
ら，ヤギにおける短期間の高栄養飼料給与は性腺刺激ホ
ルモン分泌を刺激するが，卵巣機能刺激効果を期待する
には，間欠的な高栄養飼料給与を行うことが有効である
と考えられた。次にこの成績をウシに応用し，黄体期か
ら卵胞期にかけて糖生成前駆物質であるプロピレングリ
コールを間欠的に投与して，代謝関連物質，性ホルモン
分泌および卵巣活動におよぼす影響を検討した。血中グ
ルコース濃度は，プロピレングリコールの投与期間中に
処置群が有意に高い値で推移したが，卵胞期において卵
胞の発育，血中エストラジオール濃度の変化に有意な変
化は認められなかった。現在，ウシの過剰排卵処置への
応用を想定し，ウシの発情周期における間欠的高栄養給
餌処置が繁殖機能に及ぼす影響を調査しており，この成
績も併せて紹介したい。
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